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“いのちの科学”を語りたい。

どんな肥満が健康によくないか？

脂肪細胞から生活習慣病の解明へ
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　 　肥満は、高血圧、糖尿病、動脈硬化な

ど生活習慣病の大きな要因といわれます。

しかし、太っている人すべてが健康にと

って害のある肥満というわけではありま

せん。一般に肥満は身長と体重をもとに

標準体重との比較で判断されますが、こ

れによって肥満とされた人すべてに医

学的な問題が生じるとは限らないのです。

　生活習慣病になりやすい肥満と考え

られているのは、内臓のまわりに脂肪が

蓄積した内臓脂肪型肥満です。ＣＴスキ

ャンによる人体の脂肪組織の分析によっ

て、この内臓脂肪の存在に着目されたの

が、今回ＬＦ対談にご登場いただいた大

阪大学の松澤佑次氏（大学院医学系

研究科教授、附属病院院長）です。それ

まで肥満は皮下脂肪の蓄積によって起

こると考えられていました。しかし、生活

習慣病にとっては内臓脂肪の蓄積が重

要であることを指摘されたのです。

　脂肪細胞は余分なエネルギーを中性

脂肪に代えて備蓄しますが、腸の外側に

ある腸間膜についた内臓脂肪はその合成・

分解が活発なことと、分解されてできる

遊離脂肪酸（FFA）とグリセロールが門

脈を通して直接、肝臓に流入することが

問題とされます。たとえば、多量の遊離

脂肪酸が肝臓内で中性脂肪やコレステ

ロールを合成すると高脂血症の要因と

なり、またインスリンの働きが悪くなる状態

を引き起こすことによって血糖値を上げ、

糖尿病にもなりやすくします。皮下脂肪

の場合は合成・分解がゆるやかであると

ともに分解されても体中の血管を回るう

ちに筋肉などで消費されることから影響

が少ないと考えられるのです。

　また、松澤氏は大阪大学細胞生体工

学センターとの共同研究により、脂肪細

胞がエネルギーを備蓄する細胞としての

役割の他に、多くの生理活性物質（ホル

モンのような働きをする物質）を分泌する

細胞であることを明らかにされました。脂

肪細胞の遺伝子解析を進めたところ、皮

下脂肪で20％、内臓脂肪で30％が生理

活性物質に関わるものでした。たとえば、

血栓や動脈硬化を引き起こす物質とさ

れるPAI-1が内臓脂肪の蓄積とともに過

剰分泌されることもわかりました。

　脂肪細胞でのみ分泌される生理活性

物質もいくつか見つけられています。松

澤氏らによってアディポネクチンと名づけ

られたものは糖尿病の防御や血管壁の

修復などに働くとされ、内臓脂肪の蓄積

とともに分泌が低下します。そのため糖

尿病や動脈硬化になりやすくなるとも考

えられるのです。これらの研究によって

松澤氏は、生活習慣病の発症においては、

脂肪細胞の蓄積を中心とする「脂肪細

胞中心仮説」が重要であることを提唱さ

れています。

　肥満になるかどうかは、遺伝的な要因

もあるでしょうが、ほとんどは生活環境に

よって決まります。「飽食の時代」ともい

われる現代は、特に中年以降に栄養過

多や運動不足になりがちで、肥満になり

やすい環境といえるでしょう。肥満と生

活習慣病の関わりについて、さらなる研

究の進展が期待されます。
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岡田●松澤先生というと肥満と生活習

慣病の大家ということになるわけですが、

僕には戦後の食糧難の時代のことが頭

の中にこびりついておりましてね。あの頃

は肥満というのは決して悪いイメージじゃ

なかったんです。とにかく裕福なこと、健

康であることの象徴でした。

松澤●そうですね。当時、健康優良児の

コンクールが行われていましたけれど、今

から思えばあの当時の健康優良児って

みんな肥満児なんですよね（笑）。一番

太っている人がなる。

岡田●とにかく肥えることに憧れていた

時代でした。それが、今は飽食の時代に

なってずいぶん肥満というもののイメー

ジも変わってしまいました。

松澤●それは戦前から豊かな国だった

アメリカで太りすぎによる血管の病気が

社会的な問題となり、それが戦後の日本

にも輸入されたんですね。

岡田●戦後、日本が豊かになったことの

象徴であることは確かですね。僕ね、肥

えておられる人とは、お話していてもゆっ

たりした感じがする。対人関係ということ

では、肥えているということは他の人に安

心感を与えると思っておりましてね。それが、

生活習慣病との関わりでひどく悪いほう

に押しやられている感じがしないでもな

いと。

松澤●僕が研究を始めた頃、それこそア

メリカからの知識では肥満は糖尿病にな

りやすいといわれていましたが、われわ

れのところで高度肥満の人、２００㎏近く

の人を診ても糖尿病でもなんでもない。

ただ、太っているというだけです。また、そ

れほど太ってない糖尿病の患者さんの

体重が1～２㎏増えただけで、病態が悪く

なる。この違いを明らかにせずに、肥満

はすべて悪いというのではまったく科学

的ではない。それが僕の肥満に対する

関心のきっかけとなりました。

岡田●そうでしたか。ＣＴスキャンを使っ

て肥満についてお調べになったのは先

生が初めてですね。それはどんなきっか

けからですか。

松澤●肥満を少しでも科学的に調べる

には､正確に体脂肪量を計らなければな

らない。その頃、ＣＴスキャンによって脂

肪組織を分析できるという論文がアメリ

カで出され､それをもとに脂肪量を計る方

法論を開発しようとなったんです。ところが、

正確に脂肪量は計れたんですが､身長

あたりの体重で計算したものとそれほど

肥満度ということでは変わらない。岡田

●あまり意味はなかった。

松澤●はい。ＣＴスキャンはガンや脳の

病気に使うべきもので､それを脂肪の分

析ごときに使うとは何事かと放射線科の

先生にはだいぶ怒られました（笑）。しかし、

ＣＴスキャンによって画期的なことがわか

った。それまでみんな皮下脂肪の蓄積を

肥満と考えてたんですね。肥満イコール

皮下脂肪だった。ところが、内臓のまわり

にも脂肪はたまっている。つまり、脂肪量

の問題ではなく、どこに脂肪がたまるか。

腹腔内、特に腸間膜が多いんですが、そ

こに蓄積した脂肪が肥満によって起こる

病気の元凶じゃないかということがわか

ったんです。

岡田●そこまでわかるにはだいぶ時間が

かかったんじゃないですか。

松澤●かかりましたね。けれど、ラッキー

だったのは、皮下脂肪はほとんどないの

に内臓脂肪はたくさんあるという人など

いろんな症例がありましたので、割合に

早く内臓脂肪の意味づけができました。

岡田●内臓脂肪だとどうしていろんなこ

とが起こるんですか。

松澤●脂肪の合成と分解、それはとりも

なおさずエネルギーの蓄積と放出のメカ

ニズムなんですけれど、いずれも皮下脂

肪より内臓脂肪のほうが活発なんです。

皮下脂肪はゆっくりたまるけれど、燃えに

くいというか分解しにくい。内臓脂肪は

早くたまって早く燃える。僕はそのことを

よく銀行にたとえるんですけれど､エネル

ギーの備蓄というのは預金みたいなもの

ですよね。飢餓のときに、それを使って生

き延びるための。そのとき、皮下脂肪は

定期預金みたいなもので、出し入れは難

しいけれどゆっくりゆっくり使える。内臓

脂肪はというと出入りの激しい普通預金

のようなものです。

岡田●そういう違いがあるわけですか。

松澤●そして、男性は内臓脂肪がたまり

やすい。女性は、ミロのヴィーナスやルノ

アールの絵のように皮下脂肪が蓄積する。

特にお尻にたまっている皮下脂肪は非

常に燃えにくい。ですが、これも合目的か

なと思うのは、女性の皮下脂肪が燃えや

すい時期というのがあって、それは授乳

期なんです。赤ちゃんを産んだあとですね。

種族保存に関わっている。男性はどちら

かというとためてはすぐ燃やしというわけ

ですね。

岡田●２つの機能が使い分けられている。

松澤●はい。それで、内臓脂肪が空腹

時などに分解されると遊離脂肪酸が門

脈から肝臓に直接入り、それが多すぎる

と高脂血症や高インスリン血症のもとにな

る。糖尿病にもなりやすくなる。生理活性

物質として働く遊離脂肪酸の役割もわ

かってきています。皮下脂肪の場合は

遊離脂肪酸に分解されても体中の血管

を回るので、その間に筋肉などで使われ

ることが多いんです。

岡田●脂肪細胞からの問題点というの

がやはり原因として大きいわけですか。

松澤●食べすぎや運動不足で起こるよ

うな通常の高脂血症については、脂肪

細胞からの遊離脂肪酸に大きな原因が

あるんじゃないかと思っています。今はい

ろんなメカニズムがわかってきておりまして、

脂肪細胞にはどんな遺伝子が多いかを

見てみると生理活性物質を分泌する遺

伝子が非常に多い。ほかの細胞と比べ

ても圧倒的に多い。そのように脂肪細胞

は、エネルギーの備蓄だけではなく、内分

泌細胞としても重要だということがわかっ

て、それが僕らとしても一番大きな発見と

いうか驚きだったんです。そして、脂肪細

胞による分泌が過剰になったり、低下し

たりすることが生活習慣病の大きな原因

ではないかというのが、今の僕らの考え

方です。

対  談
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岡田●脂肪細胞というのは細胞自身も

増えながら脂肪を取り込んでいくんですか。

松澤●そうですね。細胞そのものも増え

ていきます。ただ、１つの細胞がどんどん

肥大するというのが様態としてはどうも

悪いようなんですね。小さい細胞がある

程度たくさんあるのはむしろ健康ともいえ

る。脂肪細胞が適量あってしかるべき機

能を果たしている場合は健康で長生き

する。戦後、肥満とともに病気が増えた

みたいな印象がありますけれど、結局の

ところ寿命としては延びてますからね。だ

から、脂肪細胞は悪者ではない、むしろ

重要な生体防御系の細胞ではないかと。

岡田●そうか。あまりに大きくなった細胞

は機能がいびつになるということでしょうね。

松澤●その可能性はあります。重要な

物質が分泌されていることもわかってきた。

そういう意味では脂肪細胞は決して忌

み嫌うべき細胞ではない。

岡田●ちゃんと機能さえしてくれればい

いわけですね。

松澤●はい。遺伝子操作で脂肪細胞の

できないマウスを作ったところ、糖尿病に

なることがわかった。脂肪細胞ができなく

ても糖尿病になる。要するに、脂肪細胞

から何らかの物質が出ていることで、わ

れわれは糖尿病にもならずに糖代謝が

うまく働く。それが許容範囲を越えて脂

肪細胞が大きくなりすぎるとか、機能が

悪くなることによって病気になる。

岡田●だいぶ筋道が通るようになってき

たんですね（笑）。

松澤●だから、小錦みたいに太ってもち

ゃんと機能していれば糖尿病にならない

人がいたり、逆に太れないような人でも

少し内臓脂肪がついたりしたときに病気

になる。

岡田●それは困る。どうもそういうことらし

いですな。

松澤●脂肪細胞由来のいろんな物質が

見つかってきています。たとえば私達が

発見したアディポネクチンは、糖尿病の防

御や血管の修復に働いていて、内臓脂

肪がたまった人の場合ですと血中濃度

が落ちる。そうすると、動脈硬化や糖尿

病になったりする。だから、上手にわれわ

れが脂肪細胞を使っていけば長生きも

できる。こんなことを言うと、おまえは自分

が太っているから自分に都合のいいよう

に考えているんじゃないかと言われるん

ですけれど（笑）。

岡田●ところで、年をとってくるとほんと

に皮下脂肪がなくなりますね。

松澤●なくなります。同じ肥満度の人を

ＣＴスキャンで見ても、加齢にともなってど

んどん皮下脂肪が減って、内臓脂肪が

増えてくる。患者さんを診察するときにお

腹をさわりますよね。そのとき、皮下脂肪

がなくて薄っぺらな人だと、これは病気

があるんじゃないかと思いますね。糖尿

病なんじゃないかと。今まではたっぷり皮

下脂肪があったらやせなさいと言ってい

たのに、逆に薄っぺらの人のほうに病気

が多い。

岡田●不思議やなと思うけど､何らかの

バランスが変わってくるんでしょうね。

松澤●そうした加齢現象を決めているフ

ァクターが何なのか、まだわからないです

けれど、アポトーシス（自然死）を起こすよ

うな脂肪細胞特有の分子も最近見つか

っています。それから、皮膚の成長なん

かも脂肪細胞があるのとないのとではず

いぶん違うんです。ケロイドでも脂肪細

胞があると。

岡田●うまく表皮ができてくる。

松澤●力士があれだけ太っているのに、

それを包む風呂敷のような皮膚がちゃん

と成長していくわけですからね。なんか

やっぱりある。そうじゃなかったらもうはち

きれてしまいます（笑）。これまで脂肪細

胞はあまり省みられることがなく、世界的

にも脂肪細胞に特化した遺伝子の研究

なんてしてなかったんで、幸か不幸か僕

らが割合早い時期にそういうことに手を

つけることができた。脳と脂肪細胞にし

かないような遺伝子もあります。あと、脂

肪細胞は容積にしたら無限大に大きくな

る。それも可逆的ですよね。そういう細胞

って特異で、そういうことによって起きる

シグナルが分泌を亢進させたり、抑制し

たりする可能性もあるんじゃないかと思っ

ているんですけれど。

岡田●たしかに脂肪細胞といってもあま

り関心がなかったですな、僕は（笑）。

松澤●デブの細胞ですからね（笑）。最

近はインテリジェント・セルだと言う人もい

るんですけどね。

岡田●松澤先生は臨床もなさりながら、

そういう先端的な研究もされている。ず

いぶん大変だと思いますね。

松澤●まあ、僕はある方針を立ててみん

なを叱咤激励しているだけで、まわりにち

ゃんと動いてくれる人がいますからね。

方針さえ言っておけば、新しいテクノロジ

ーをどんどん取り入れて進めてくれる。肥

満といってもそれが臨床だけで終わって

いれば、ほんと当り前のことしかいえない。

いかに分子のレベルで明らかにするか。

そして、僕はやっぱり21世紀の医学とい

うのは動脈硬化や糖尿病など身近にあ

る病気の解明だと思ってますから。

岡田●それが一番難しい。

松澤●20世紀は１つの原因で１つの病

気という、それはだいたい解明されました。

しかし、身近だけれど、よく考えてみたら

何もわかっていない病気が一番手ごわ

いというか。それを解明するには１つのこ

とをやっていてもだめですよね。

岡田●たしかに基礎医学のほうは実学

という側面からすると、どうしても閉じられ

ている。臨床のほうは実際の患者さんと

の対応の中で幅が広がってくるわけで

すね。

松澤●みんな今は遺伝子とかに走って、

そっちばかりやっても、それに限ると基礎

には圧倒的に負けているわけですからね。

僕らとしては病気の解明という目的をし

っかりもって患者さんをきめ細かく診てい

く。そして、その中にある問題点を検討し

ていくことが医学としては重要じゃない

かと思っています。

岡田●そうでしょうね。

松澤●僕らがやっている研究というのは、

遺伝子操作しようがそれほど表現系とし

てはパッと表れないけれど、そこに環境

因子を加えると動脈硬化になったり、糖

尿病になったりするようなものを扱うこと

が多い。ある意味では非常に難しいけれ

ど、多くの病気というのはだいたいそんな

ものです。ある遺伝子がいいのか悪いの

かすらわかりにくい。肥満にしても､太れ

るから人間は生き延びてきたわけですよね。

今は飽食の時代で、車に乗って、一日に

何歩も歩かない。そういう時代には逆に

太れることが不利になるけれど、戦争中

だったらそういう人のほうが強い。いいか

悪いかというのは、環境とかによって決ま

るものであって。

岡田●ほんと一概に決められない。

松澤●だから、僕らとしてはルノアールの

絵に描かれているような女性はきわめて

健康的な脂肪の蓄積であり、女性美とし

ても豊かです。そういう肥満に対しては、

やせなあかんとか、医学者として言う必

要はまったくない（笑）。

岡田●肥満はすべて悪いとは限らない

ということですね。今日はお忙しいところ

どうもありがとうございました。

対  談

LF

21世紀は身近にある
病気の解明が重要

脂肪細胞は
生体にとって欠かせない

岡田 善雄理事長
千里ライフサイエンス振興財団
1928年、広島県生まれ。52年大阪大学医学部卒業後、
同大学微生物病研究所助手、助教授を経て72年に教
授に就任。1982～87年同大学細胞工学センター長。90
年7月より千里ライフサイエンス振興財団理事長、91年4
月より大阪大学名誉教授。同時に岡崎国立共同研究機
構基礎生物学研究所評議員等を務める。専門は分子生
物学で、特殊なウイルス（センダイウイルス）を使うと細胞
融合が人為的に行われることを発見、57年に世界初の
細胞融合に関する論文を発表し、世界的な反響を呼ぶ。
これらの先駆的業績により、朝日賞、武田医学賞、日本人
類遺伝学会賞をはじめ数々の賞に輝き、87年に文化勲
章を受章し、93年には日本学士院会員となる。
2000年に勲一等瑞宝章を受章する。

松澤 佑次氏
大阪大学医学部附属病院長
大阪大学大学院医学系研究科分子制御内科学教授、
同附属病院院長。1966年大阪大学医学部卒業。88
年大阪大学医学部講師（内科学）。91年同教授。
2000年同附属病院院長。主研究領域／脂質代謝、動
脈硬化、痛風、糖尿病、動脈硬化を伴う高HDL血症、自
己免疫性高カイロミクロン血症などの新しい脂質代謝
異常症を次 と々発見するとともに、内臓脂肪型肥満の新
概念を確立。さらに、脂肪細胞の生物学的研究により脂
肪細胞から分泌される新しい物質アディポネクチン等を
発見。2000年日本動脈硬化学会賞、日本医師会医学
賞受賞。現、日本動脈硬化学会理事長。
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市民公開
講座より

LF

  成人病シリーズ第31回

「めまいと難聴」

めまいは病気か？

難聴と補聴器

立ちくらみ

■プログラム
演　　題 講　　師

めまいは病気か？� 京都府立医科大学教授� 中島  健二　氏

難聴と補聴器� 奈良県立医科大学教授� 細井  裕司　氏

立ちくらみ� 国立循環器病センター客員研究員� 西大條 靖子 氏

と　　　　　き／平成13年6月23日（土） 13：30～16：30

と　　こ　　ろ／千里ライフサイエンスセンタービル5Ｆ  ライフホール

コーディネータ／国立循環器病センター名誉総長　尾前 照雄氏

　一口にめまいといっても多種多様。医

学的には「本人や周囲の物が動いてい

ないのに、あたかもそれが動いているよう

に感じる錯覚ないし異常感覚」のことを

いいます。70歳代では目を開けたままで

の片足立ちを約1/３の人ができませんが、

これは年をとると生理的に平衡感覚が

低下するためで病気があるとはいえません。

ふらつきなどとははっきり区別する必要

があります。

　ぐるぐる回る感じの回転性めまいは、

一般的に内耳の異常で生じることが多く、

メニエール病や内耳炎、突発性難聴が

相当しますが、小脳や脳幹部の病気で

でることも少なくありません。ふあーっと浮

き上がるような浮動性のめまいは、左右

の耳が同時に侵された場合や小脳の出

血や梗塞、あるいは椎骨動脈や脳底動

脈の閉塞などが原因としてあげられます。

また、薬の中毒でも小脳が侵されるとふら

つきとして表れます。特に長期間にわた

る抗てんかん薬の服用、結核薬のストレ

プトマイシンやカナマイシンは副作用とし

て聴力障害やめまいがあります。アルコ

ールを大量に飲み続けると小脳萎縮をき

たしふらつきの原因になります。

　めまいに対しては、脳血管性か、炎症

性か、腫瘍性か、薬物性か、また、中枢性

（大脳、小脳、脳幹部、脊髄など）か、末

梢性（内耳など）か、全身性（貧血など）

かなど原因を明らかにして治療に導きます。

椎骨動脈の異常や小脳の出血・梗塞か

らくるめまいは生命にかかわるので、すぐ

に専門家による管理･治療が必要です。

また、全身疾患からくるめまいも、ガンや

子宮筋腫による出血が潜んでいることも

あるので、きちっとした対応が必要です。

　今後、考えなければならないものに家

庭や社会における騒音の問題があります。

騒音が長く続けば耳鳴り、めまいへと発

展する危険性があります。

　「どのくらい聞こえないか」「どのように

聞き間違えるか」「どこが悪いか」「治療

で治るか」など耳鼻科で検査をし、加齢

による難聴など治療で良くならない場合

や手術ができなかったり希望しない場合

に補聴器を考えます。

　補聴器を選ぶときは、聴覚の特性に

合わせることが必要です。使い方のアド

バイスやアフターサービスなどが重要なので、

耳鼻科医と連携がとれ、親身になって補

聴器の世話をしてくれる専門家のいる

店を選ぶことが大切です。

　補聴器は微妙な調整が必要ですが、

難聴の種類によっては、調整しても満足

のいく結果が得られないこともあります。

また、補聴器で若い頃のような正常な状

態に戻ると過剰期待している場合は不

満が残ることになります。

　補聴器に慣れるには、補聴器をつけ

て積極的に聞くということが大切です。

使い始めは静かなところで聞いて、徐々

に聞き難い環境でも使用するようにして

いきます。健聴者も難聴者と話をすると

きはゆっくり、はっきり発話するように心が

けたいものです。

　この10年、種々新しい補聴器が開発さ

れています。開発の方向は、小型化（外

耳道の中に完全に入ってしまうタイプもあ

る）、ノンリニア化（小さい音は大きく、大き

い音は小さく増幅する）、マルチメモリー

化（静かな所、やかましい所など環境に

合わせて補聴器の特性を調整できる）、

デジタル化（デジタル信号処理により聞

きやすい音声に変換することを目指して

いる）、多チャンネル化などです。また、テ

レビループやテレホンアダプターなど周辺

機器も種 あ々ります。

　補聴器の技術は日進月歩ですが、未

来への夢が２つあります。１つは、その人

の聴覚特性に合わせて言葉が分かるよ

うに音声を加工、合成してイヤホンから出

力する自動音声認識合成型補聴器の

開発です。もう1つは、全く音が聞こえな

い最重度難聴者でも使用できる補聴器

の開発です。

　補聴器は高価なほど良く聞こえるわけ

ではなく、デジタル補聴器の方が従来の

ものより必ずしも優れているわけではあり

ません。大切なことは、自分によく適合し

た補聴器を選ぶこと、そして専門家に納

得がいくまで調整してもらい、使いこなせ

るように努力することです。

　人の循環系では、心臓のポンプ作用

によって血液が身体の各臓器へ分配さ

れています。心臓のポンプ作用や各臓

器への血流分配を正常に制御する機

構は、現在、自己調節、体液性調節、神

経性調節（自律神経系など）から成り立

っていることが知られています。

　立位姿勢を30分間続けるという検査

をすると、健常者の場合、収縮期血圧（最

高血圧）は不変、拡張期血圧（最低血圧）

は10mmHg上昇、心拍数は10～20／分

増加し、立位姿勢を続けている間中安

定しています。しかし、立ちくらみなどを

訴える患者さんには、起立後あるいは立

位中に血圧の上昇あるいは低下、失神、

心拍数の著明な減少などが見られること

があります。これは循環制御機構のどこ

かの部位に異常があるからで、異常をも

たらす病気が潜んでいる可能性があります。

　代表的な病気は、脳の変性疾患、糖

尿病、褐色細胞腫などです。特に、糖尿

病の合併症である自律神経障害が注目

されます。糖尿病の進行段階で障害の

様相も異なっています。

　自律神経系は、アクセル的に作用する

交感神経系とブレーキ的に働く副交感

神経系で成り立っており、血圧や心臓の

働きを調節しています。立ちくらみには自

律神経活動が大きく関与しており、交感

神経活動の亢進或いは低下は体位変

換時の血圧調節異常を引き起こして、立

ちくらみの主要因となります。一方、

食事、飲酒、入浴、排尿などに伴う血圧

低下や、長い病臥、貧血、薬物などにより

誘発される起立性低血圧は、その際生

じる交感神経活動の亢進により代償さ

れて、血圧低下が阻止されます。自律神

経機能異常があれば代償不能であり、

問題が起こるわけです。

　起立性低血圧を起こさないように、日

頃から予防を心がけ、高血圧、糖尿病、

高脂血症には充分対処し、また、良い生

活習慣を続けるようにして、予防すること

が大事です。

最初は老眼鏡が必要になったとき、そして何年かたって耳が遠くなり、

やがて平衡感覚も衰えてくると、いよいよ年寄りの仲間入り――と意識するようです。

今回は、めまい、難聴、立ちくらみについて、病気と加齢による機能低下との違いや予防対策など、

事例を多く用いて具体的にお話いただきました。
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  ＪＲ岡崎駅から車で約10分、緑濃い、小

高い岡の上に岡崎共同研究機構はある。

基礎生物学研究所のほかに、分子科学

研究所と生理学研究所。設立されてか

ら20年、日本が誇れる基礎科学のメッカ

の一つである。

  1981年に、福井謙一氏がフロンティア軌

道理論でノーベル化学賞を受賞された

とき、私は関連取材のために分子科学

研究所に行ったことがある。実は岡崎は

私の故郷。家康の岡崎城と八丁みそぐ

らいしか郷土自慢のないところへ、世界

水準の科学研究施設ができてうれしか

った。今回の取材は、５月に出版された

ばかりの塚谷氏の新著『植物のこころ』（岩

波新書）を読んで感激し、著者の仕事場

が岡崎と知って飛びついたもの。すばら

しい解説本を書いた36歳の若い研究者

に、ぜひとも会いたいと思ったのである。

  童顔の文学青年といった風情である。

聞くと、書くことが趣味で、８年前には、日

本文学に出てくる植物を見渡した『漱石

の白くない白百合』（文芸春秋社）という

エッセイを出版したほどで、かなりの活字

中毒だという。『植物のこころ』は、「植物

の真髄」の意味だそうだが、まえがきでは

「（読者の）植物を見る目が変わり、人間

観が変わることをも期待している」と相当

な抱負を語っている。本はたった２ケ月で

３刷り。研究者の仲間の評判はいい。

  昆虫少年だったが、小学５～６年生のこ

ろに、園芸好きだった母親の影響からか

植物図鑑をみるのが楽しくなり、植物へ

乗り替えた。山野草ブームがおこった時

期でもあった。そして高校生のときには、

植物学をやろうと考えるようになっていた。

  大学では、細胞レベルの研究は大方終

わっていることを知り、遺伝子レベルでの

研究のため、当時はまだ日本では珍しか

ったシロイヌナズナ（アブラナ科）を選んだ。

指導教官は米田好文氏（現北大教授）

だった。

  いまでこそ、植物学をやろうとしたらシロ

イヌナズナは避けて通れないモデル植物。

世界の植物学の研究室ではほとんどが

実験室で栽培している。欧米ではありふ

れた野草だが、日本ではなぜか京都を除

くとごく稀れにしか見かけない（図１）。

  「この植物の遺伝子研究での最大のメ

リットは、植物のなかでゲノムのＤＮＡの

量が一番少ないことです。昨年12月、国

際プロジェクトによるゲノムの全塩基配列

の解析結果が発表されましたが、約１億

2500万塩基で遺伝子数は２万5000個で

した。その半数以上は機能も推定できて

います。それに背丈10余センチと小型な

うえに栽培が容易です。光は螢光灯で

十分です。１年草で２ケ月あれば種がと

れます」

  見せてもらった栽培室は数人も入れば

窮屈な狭さ。栽培棚の人工培地に、さま

ざまな成長段階の多くのシロイヌナズナ

が育っていた。見た目にはやわな、か細

い草である。

  塚谷氏は葉の形づくりの仕組みを遺

伝子レベルで追究している。植物は基

本的には、葉と茎と根の３器官からでき

ている。花は葉の変形したものだ。光合

成の場である葉についての理解が進めば、

その波及効果は大きい。

  「地球上の植物の多様性は葉（花）に

あります。ところが、その形のできる仕組

みはわかっていませんでした。研究され

た割りには、成果はさっぱりでした。そこ

で遺伝子からの研究を思いたち、最初に

気付いたのが葉には縦と横があるという

ことでした」

  シロイヌナズナには葉の細い変異体（an）

があることが知られていて、その遺伝子も

分かっていた。ところが、この変異体は葉

の幅だけが狭いが長さは正常だ。そして

思いついたのが、幅をコントロールしてい

る遺伝子は壊れているが、長さをコントロ

ールしている仕組みは正常ではないか、

という仮説。そこで中性子線照射で突然

変異処理された種子を育てて葉の形の

変わりものを捜したら、予想どおり幅は正

常だが長さが短い変異体（rot3）が一つ

見つかったのである。どちらも劣性遺伝で、

両者をかけ合わせてみると、両方の特徴

をもった細くて短い変異体（an rot3)が

つくれたのだ（図２）。葉の縦と横を決め

る仕組みは独立していて、互いにじゃま

をしないのである。論文は1996年にイギリ

スの雑誌『デヴェラップメント』（発生）に

掲載され、海外の発生学の教科書にも

紹介されている。

  分かってしまえばコロンブスの卵のよう

なことかもしれないが、葉の形態制御の

基本的な仕組みが分かった意味は大きい。

葉はまず裏表が決まり、ついで縦、横の２

次元平面構造がつくられていく。手に入

れた縦、横をきめる遺伝子ANとROT3 を

導入する実験によって、人工的に形を制

御することもできるようになっている。

  このことは、シロイヌナズナだけではなく、

植物一般にあてはまるだろうと塚谷氏は

考えている。研究は進んでおり、AN遺伝

子はアサガオ、エンドウマメ、コケから見つ

かり、ROT3遺伝子はポプラにもあること

が分かった。

  では、これらの遺伝子は縦、横の長さを

どのように制御しているのだろうか。細胞

の数ではなく、細胞一個一個の形を制

御して、結果的に葉の形をきめているこ

とは分かっている。だが、ゴールはまだ遠い。

  「自然界の植物の縦、横には多様なバ

リエーションがあります。渓流ぞいの植物

には非常に細い葉のものがあるし、乾燥

地帯や高山の植物は環境に適応するた

めに形に工夫をこらしています。これらの

遺伝子が利用されているかも知れません」

  最近になって、葉に深い切れ込みの入

るシダのような植物の葉（複葉）をつくる

ノックス遺伝子が見つかった。縦、横の

軸をつくる遺伝子と切れ込みを入れる

遺伝子が葉の基本的な形を決める主役

と考えられるようになっている。まだ脇役

遺伝子はいるかもしれないが、役者は出

揃ってきた。

“解体新書”
Report

生命科学のフロンティア
葉の形を決める遺伝子を追って

その

  ゲノム科学の発展は、植物学の世界にも革命的な変化をもたらしている。たとえば、葉の形

はどのようにして決まるのか。モデル植物のシロイヌナズナを使って、その仕組みの基本が明

快に明らかにされた。その発見者、塚谷裕一氏（発生遺伝学）を岡崎国立共同研究機構基礎生

物学研究所に訪ねた。

塚谷 裕一氏
1964年生まれ。東京大学大学院理学研究科博士課程
修了。東京大学分子細胞生物学研究所を経て、現在
岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所助教授。
著書に『果物の文学誌』『新版・植物の形を決める分
子機構』（分担執筆）などがある。

牧野 賢治氏
1934年愛知県生まれ。57年大阪大学理学部卒。59年
同大学院修士課程修了。毎日新聞記者となる。同編集
委員（科学担当）を経て、91年東京理科大学教授（科
学社会学、科学ジャーナリズム論）。科学技術ジャーナリ
スト会議会長。医学ジャーナリスト協会名誉会長。著書
は『理系のレトリック入門－科学する人の文章作法』､
訳書は『ゲノムの波紋』など多数。

シロイヌナズナの葉の形（図２）

野生型 an rot3 an rot3

変異体

シロイヌナズナ〈野生型〉（図1）
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千里LF
だより

ビジネスインキュベータ事業
関連団体①

1946年、東京・文京区湯島において、医

科器械・理化学器械の製造販売を始める。

医学・薬学の基礎研究に不可欠な動物実

験用機器の分野では、豊富なオリジナル

製品を揃えるトップメーカー。70年にポ

ーランドの工場と手術器具（NAPOX）の

技術提携をするなど、広く世界に目を向

けた事業を展開。92年、大阪に千里技術

開発室を開設。

千里はアクセスが便利な場所

動物実験用器具が主力となる

創業時からアウトソーシング

みんなのために
なるものを作る

動物虐待なんてとんでもない

“縁の下の力持ち”に徹する
 動物実験用器具の
 トップメーカー

“縁の下の力持ち”に徹する
 動物実験用器具の
 トップメーカー

　千里ライフサイエンスセンタービルに千

里技術開発室を開設したのは1992年。

財団のビジネスインキュベータ事業のスタ

ート時にお誘いを受けました。インキュベ

ータ事業というのに、私どもは社歴が長

いものですから入居するための手続きが

大変だったのを覚えています。当初は財

団が家賃も補助してくださいました。

大手の製薬会社さんがある大阪には、そ

れまでもせっせと通っていました。そのう

ち大阪大学の医学部で動物実験施設

を作ると聞いて、阪大の仕事を積極的に

やるなら、こちらにも拠点が欲しいと思っ

てたんです。設立してから６～７年は毎週、

千里に通う生活が続きましたね。

千里は、阪大はもちろん製薬会社の研

究所にアクセスするのにも非常にいい場

所です。それにステータスともなる。私ども

のお客様の場合、絶対にここを知っている。

いろんな集まりがあり、主だった方はいず

れかに参加されていますからね。話が早

いし、信用も得られます。

　私どもの会社は創業が1946年、本社

は東京の湯島にあります。本郷・湯島は

東大、東京医科歯科大など多くの医科

大学があって、いわば“医科器械屋”の

メッカ。戦後すぐに父親が勤めていた理

化学器械の会社から独立し、東大の薬理・

生理などの教室が父親の担当でしたので、

その分野に特化して商売を始めたんです。

　1950年に「ビタミンＢ１定量装置」と「小

林式濾紙電気泳動装置」の２つが作る

のも間に合わないぐらい売れたことで会

社の基礎ができました。さらに、薬理・生

理の分野は動物を使って実験すること

が多いので、動物実験用器具が私ども

の主力となりましたね。1961年には動物

のケージの下にベルトコンベアを敷いて

一定時間ごとにぐるっと回って糞尿を処

理する飼育機も手がけました。

ところが、その「ベルト式自動飼育機」の

試作機が完成したと喜んで帰ってきた父

親が翌日、心臓麻痺で急死してしまった。

私が16歳、高校１年のときです。母親が

社長を引き継ぎましたけれど、長男の宿

命ですね、明日から会社をどうしようかと

高校１年の身で考えたものです。

　私ども夏目製作所という名前がつい

ていますけれど、工場は持ってないんです。

ともかく商品の幅が素材にしろ多岐にわ

たりますので、創業時からすべてアウトソ

ーシングで下請の工場に協力をお願い

する。だから、われわれの仕事は「こんな

研究したいからこんなもの作れ」という大

学や研究所の先生方のニーズに合わせ

て、いかにして形に仕上げるか。もっぱら

一品生産のようなものです（笑）。

　いろんな職人がまわりにわんさといまし

て。もう試作段階からこの部分はこっちに

作らせて、これはこっち、それをまとめるの

はどこでという作り方ですね。試作では

図面も描かない。職人のところに飛んで

いって床にチョークで描いて口で説明す

る。それぞれの頭の中に古くからのノウ

ハウの積み重ねが、素材にしろ何にしろ

すべて入っていますので、それが大きな

財産となっています。

　いちいち図面にしてというとコストがか

かる。特に大学の先生はお金がないの

はわかっていますので、あの先生がおっ

しゃるんだから安くても何とかしてあげた

いというのが、基本的な仕事の姿勢です

ね。やりがいはあるんですけれど、常に縁

の下の力持ちで、会社もちっとも大きくな

らない（笑）。それだけ市場が狭いというか、

そういう面もありますけれど。

　先ほどのベルト式の飼育機もたくさん

売れました。累計すると１０００台くらいかな。

安いものではありませんからね。結局、動

物実験用器具で何が一番大切かといっ

たら人も動物もケガしないこと。もうひとつ

はいかにクリーンにできるかですね。洗い

やすいとか、消毒しやすいとか。現在、

私どもがアメリカの製品で扱っているの

がケージ単位で感染予防など環境を制

御する飼育機。よくできたものは海外の

ものも取り扱っています。

ここのところ、イギリスで動物実験の反対

運動が盛んですよね。けれど、それこそ

動物虐待なんかしたら、いいデータなん

て絶対にとれない。よく私が申し上げる

のは、ネズミの血圧計があるんですけれど、

いかにおとなしく計らせるか、ネズミの固

定装置が大事なんです。イヤだと思った

ら血圧なんて一遍に上がってしまう。彼

らの立場になって気をつかわないと実験

は成り立ちません。人で実験するわけに

はいかないんですからね。

　生きた動物を使わない細胞レベルの

実験技術が進歩すれば勿論そちらへシ

フトすればよい。しかしどうしても動物実

験で確認しなければならないことがある

んです。それに実験動物というのは、実

験のために最初から作られている動物

です。肉を食べるために牛や鶏を飼うの

と同じ。しかも、虐待などしていない。そう

いったことをもう少し一般の人にもアピー

ルしないと。テレビや新聞の取材が私の

ところへ来ますけれど、実験動物学会の

先生方にももっとがんばっていただきた

いですね。

　われわれの仕事はニーズをいかに吸

い上げて、いかにものを作るかということ

ですけれど、この頃の新しいビジネスはむ

しろ自分のほうから何か発信しようという、

そっちのほうが増えていますよね。お互

いに何が必要であり、何をどういう方向に

伸ばしていけば、世の中よくなっていくか。

それこそコミュニケーションが足りないよう

な気がしてしょうがない。

　インキュベータの場合ももう少しコミュニ

ケーションを図る必要がある。みんなで何

をやるか。産官学の協力も含めてどこか

一方通行のような、すれ違っているよう

な気がします。要は国際的な競争力をど

うつけるかという方向から発想するんじゃ

なくて、みんなのためになるものは何なの

かが発想の原点にならないと、おかしい

ことになるんじゃないですか。

　私は職人の発想ですよね。大学を出

てから下請の工場に通って現場仕事も

覚えました。いかにニーズに合ったものを

作るか、私なりに判断して、とりまとめるの

が私の仕事です。小学４年生のとき理科

部の部長をしていたぐらいですから、根

っから好きなんですね、ものを作ったり、

いじったりすることが（笑）。

ベルト式動物飼育装置

▲マイクロアイソレーション　ケージ

手術器具：ハサミ
日本人の握力に合わせた柔らかめの弾力

▲

夏目製作所

株式会社夏目製作所プロフィール

夏目克彦氏（株式会社夏目製作所社長）インタビュー



13 14

Information Box

セミナー／市民公開講座／技術講習会／フォーラム

●千里ライフサイエンスフォーラム
�「人間としての妖怪学：現代日本人の心を探る」
�講師／国際日本文化センター教授� 小松和彦氏

●千里ネイチャー・カレッジ 第１回
�「オリエンテーション」と「野鳥・昆虫・植物の観察」
�総括指導者／大阪大学名誉教授� 糸魚川直祐氏
�コーディネータ／大阪大学大学院人間科学研究科教授�南　徹弘氏

●新適塾　「千里神経懇話会」第４６回会合
�コーディネータ／大阪大学大学院医学系研究科教授� 遠山正彌氏

●新適塾　「２１世紀の薬箱」第４１回会合
�世話人／大阪大学大学院薬学研究科教授� 真弓忠範氏

●千里ライフサイエンス技術講習会　第２６回
　「BIACOREを用いたプロテオミクス解析」
�協賛：ビアコア株式会社

●千里ライフサイエンスフォーラム
�「ヒトを映す人工物：ロボットのからだとこころ」
�講師／大阪大学大学院工学研究科教授� 浅田　稔氏

●千里ライフサイエンス市民公開講座
�成人病シリーズ第３１回

�「めまいと難聴」
�コーディネータ／国立循環器病センター名誉総長� 尾前照雄氏

●第２３回理事会・第３回評議委員会

●新適塾　「２１世紀の薬箱」第４２回会合
�コーディネータ／大阪大学大学院薬学研究科教授� 那須正夫氏

●千里ネイチャー・カレッジ 第２回 
�「サルの観察－その１」
�総括指導者／大阪大学名誉教授� 糸魚川直祐氏
�コーディネータ／大阪大学大学院人間科学研究科教授�南　徹弘氏

●千里ライフサイエンスシンポジウム
�「感染症－２１世紀に持ち越された人類の課題－」
�コーディネータ／大阪大学大学院医学系研究科教授� 山西弘一氏
�　　　　　  大阪大学微生物病研究所教授� 堀井俊宏氏

●千里ライフサイエンスフォーラム
�「お茶の文化：東と西」
�講師／堺市博物館長、和歌山大学名誉教授� 角山　栄氏

●千里ライフサイエンスフォーラム
�「ニホンザルからの警告
�  －先天性四肢異常およびスギ花粉症を中心に－」
�講師／大阪大学大学院人間科学研究科教授� 和　秀雄氏

「企業の危機管理－ヒューマン・エラーの問題を中心に－」
�日時：平成１３年９月２１日（金）　午後６時から午後８時まで 
�講師：甲子園大学学長・京都大学名誉教授� 木下冨雄氏

「おいしく食べてますか？」
�日時：平成１３年１０月２６日（金）　午後６時から午後８時まで 
�講師：大阪大学大学院人間科学研究科教授� 山本　隆氏

「日本文化と宝塚歌劇」
�日時：平成１３年１１月１５日（木）　午後６時から午後８時まで 
�講師：宝塚歌劇団理事長・阪急電鉄株式会社取締役� 植田紳爾氏

9月フォーラム

10月フォーラム

E-mail：fjs-lsf@senri-lc.co.jp

11月フォーラム

千里ライフサイエンスフォーラム

　年齢、性別を問わず、現代日本人の最
大の関心事のひとつになっている「肥満」。
今号の巻頭理事長対談には「肥満と生
活習慣病」研究の第一人者、大阪大学
医学部附属病院長、松澤佑次先生にご
登場いただきました。

　松澤先生は世界に先駆けて「肥満」に
科学のメスを入れ、肥満には脂肪の蓄積
する場所により、いわゆる“良性肥満”と“悪
性肥満”の２つのタイプがあることを明らか
にしました。さらに脂肪細胞が分泌する生
理活性物質の正体とその役割が次々と

明らかにされてきています。
　臨床医学と基礎医学の両方面で活躍
される先生の「僕は患者さんといっしょに
居ることで一層研究が続けられるんですよ。」
との一言が印象的でした。

開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル２０Ｆ「千里クラブ」
対　　象：千里クラブ会員とその同伴者

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002 フォーラム係

千里ライフサイエンスセンターのホール・会議室

ライフホール� 424㎡� 劇場形式� 最大420名

� � スクール形式� 最大216名

サイエンスホール� 291㎡� スクール形式� 最大110名

展示場� 564㎡� 機器展示・パネル展示・懇親会等

小会議室� 14室� 10～108名様迄ご利用可能

ライフホール� 平日9時～17時� 240,000円

サイエンスホール� 平日9時～17時� 210,000円

5Ｆライフホール
可動式の雛壇状座席を備え
学会、講演会、各種式典のほ
か平床にすることでスクール
形のセミナー等に利用できま
す。また大型ビデオプロジェ
クター等、視聴覚設備が充実。
同時通訳室も備えています。

（株）千里ライフサイエンスセンター  5階予約センター
TEL 06（6873）2010
予約受付時間／9時～17時30分
地下鉄御堂筋線「千里中央駅」下車北改札口すぐ
〒５６０－００８２  豊中市新千里東町1－4－2
� 千里ライフサイエンスセンタービル

学術会議・国際会議・セミナー・社内会議・会社説明会等にご利用下さい。

学術振興の交流拠点

学術会議に認定されますと会場費50％OFF

一般料金（一例）

お申し込み・お問い合わせ先

◆宛先
（財）千里ライフサイエンス振興財団　LFニュース係
〒560－0082  大阪府豊中市新千里東町1－4－2
千里ライフサイエンスセンタービル8階
FAX：06（6873）2002
E-mail：tkd-lsf@senri-lc.co.jp

本誌へのご感想、ご意見、ご要望などをお寄せください。

【（財）関西エネルギー・リサイクル科学研究振興財団との共催】

●千里ライフサイエンスフォーラム

●千里ネイチャー・カレッジ 平成１３年度 第１回

●新適塾　「千里神経懇話会」第４６回会合

●新適塾　「２１世紀の薬箱」第４１回会合

●千里ライフサイエンス技術講習会　第２６回

●千里ライフサイエンスフォーラム

●千里ライフサイエンス市民公開講座

●第２３回理事会・第３回評議員会

●新適塾　「２１世紀の薬箱」第４２回会合

●千里ネイチャー・カレッジ 平成１３年度 第２回 

●千里ライフサイエンスシンポジウム

●千里ライフサイエンスフォーラム

●千里ライフサイエンスフォーラム

「ゲノムの損傷を修復するメカニズム」
  日時：平成１３年１０月５日（金）　午前１０時から午後５時まで
  コーディネータ：大阪大学細胞生体工学センター教授�花岡文雄氏
� 大阪大学細胞生体工学センター教授�田中亀代次氏

   成人病シリーズ第３２回

�「人工臓器と再生医療」
   日時：平成１３年１０月１３日（土）　午後１時３０分から午後４時３０分まで
　コーディネータ：国立循環器病センター名誉総長� 尾前照雄氏

   第２７回

�「蛍光タンパクマーカーを用いた機能分子と
　細胞内小器官の局在化ベクター」
   日時：平成１３年９月７日（金）　午後１時から午後５時まで
　協賛：クロンテックカンパニー／浜松ホトニクス株式会社

E-mail：tkd-lsf@senri-lc.co.jp

E-mail：tnb-lsf@senri-lc.co.jp

E-mail：dnp-lsf@senri-lc.co.jp

千里ライフサイエンスセミナー 千里ライフサイエンス市民公開講座

千里ライフサイエンス技術講習会

●ゲノム全体で働くヌクレオチド除去修復の分子機構
�理化学研究所細胞生理学研究室  先任研究員� 菅澤　薫氏

●ヌクレオチド除去修復、特に転写とカップルした修復について
�大阪大学細胞生体工学センター教授� 田中亀代次氏

●塩基損傷と単鎖切断の修復機構
�東北大学加齢医学研究所教授� 安井　明氏

●二重鎖DNA切断修復と　　　  遺伝子機能
�広島大学原爆放射能医学研究所教授� 小松賢志氏

●RecQヘリカーゼの変異によるゲノム維持機構の破綻と疾病
�（株）ジーンケア研究所  ターゲット探索研究部長� 嶋本　顕氏
�（株）ジーンケア研究所  所長� 古市泰宏氏

●XPVポリメラーゼによる損傷乗り越え複製のメカニズム
�大阪大学細胞生体工学センター助手� 益谷央豪氏

ブレインサイエンスシリーズ第１４回

「小胞体ストレスと神経細胞死」
  日時：平成１３年１２月１４日（金）　午前１０時から午後５時まで
  コーディネータ：奈良先端科学技術大学院大学
� バイオサイエンス研究科助教授� 今泉和則氏
� 大阪大学大学院医学系研究科教授� 遠山正彌氏

E-mail：tnb-lsf@senri-lc.co.jp

●小胞体ストレスに応答して活性化される転写因子
�京都大学大学院生命科学研究科助教授� 森　和俊氏

●小胞体ストレスと小胞体関連分解
�京都大学再生医科学研究所助教授� 細川暢子氏
　京都大学再生医科学研究所教授� 永田和宏氏

●小胞体ストレス応答に関与する膜キナーゼの役割
�奈良先端科学技術大学院大学
　遺伝子教育研究センター教授� 河野憲二氏

●小胞体ストレス蛋白による神経細胞死抑制
�金沢大学大学院医学系研究科教授� 小川　智氏

●小胞体機能障害を引き起こすプレセニリン2異常スプライシング
�大阪大学大学院医学系研究科� 片山泰一氏

●家族性パーキンソン病と小胞体ストレス
�理化学研究所脳科学総合研究センターチームリーダー� 高橋良輔氏

開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル９F
� 地下鉄御堂筋線「千里中央駅」下車北改札口すぐ
� 大阪府豊中市新千里東町１ー４ー２

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002
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申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002
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開催会場：千里ライフサイエンスセンタービル５Ｆ「ライフホール」
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� 大阪府豊中市新千里東町１ー４ー２

申込・問合せ先：Tel.06（6873）2001 Fax.06（6873）2002
� URL http : //www.senri-lc.co.jp
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西川  伸一氏
1948年� 6月3日生まれ

1973年� 京都大学医学部医学科卒業

1973年� 京都大学結核胸部疾患研究所医員

1979年� 京都大学結核胸部疾患研究所助手

1980年� Alexander von Humboldt財団奨学生、ドイツ連邦共和国ケルン大学遺伝学研究所

1983年� 京都大学結核胸部疾患研究所助教授

1987年� 京都大学医学博士

1987年� 熊本大学医学部教授

1993年� 京都大学医学部教授

1995年� 京都大学大学院医学研究科教授

2001年� 理化学研究所発生・再生科学総合研究センター幹細胞グループディレクター

現在に到る

所属学会／日本免疫学会理事、日本色素細胞学会理事、日本癌学会評議員、Genes to Cells編集員

次回は

大阪大学微生物病
研究所

審良静男氏へ
  バトンタッチします。

Relay Talk
LF

ミレニアムプロジェクトの関係で、最近よく再生医学につ

いて話すよう求められる。この背景には、ドリー誕生に始

まる生殖医学とともに、低温核融合騒ぎをも髣髴とさせ

る、想像もしなかった幹細胞の可塑性への期待が潜ん

でいる。事実、血液幹細胞が胚葉の壁を簡単に乗り越

えて内胚葉系の細胞へ分化したり、或いは神経幹細胞

が血液や筋肉になるなど少し前にまで想像できただろう

か。この例の様に研究自体がhalf blindに進むのは今

の生物科学の特徴で、決して突然変異誘導、遺伝子

KOのようなmolecular geneticsに限った現象ではない。

重要なことは、half blindであっても医学生物学から生

み出される知識は昔に比べるとずいぶんしっかりしてお

り、その結果すぐに患者さんの福音となるような様々な

技術へと発展できるようになってきた。

　よくよく観察してみると科学分野に限らず、社会の

様々な分野でhalf blindであることの重要性が認知され

てきたように感じる。例えばベンチャー企業創立、リスク

を負った投資など新聞に躍る活字は、half blind でない

と新しいものが生まれないことを皆に呼びかけている。

以前は、よい選択と悪い選択についてある程度予想が

可能であるとする雰囲気のほうが強かった気がする。

　今最も身近で起こっている独立行政法人化問題もし

かりである。定員削減だ、総務省の横槍だとこの問題の

起源を探ったところで仕方がない。法人化の議論に参

加する中で、私はこの問題を結局はhalf blindな実験で

あると捉えることが最も重要であると認識した。幸い、国

立大学全体で一丸となって対応すると言ったスローガン

は消え去りつつあり、それぞれの大学の単位でこれに

対応する方向になりつつある。これにより、大学全体が

灰燼に帰することは免れるだろう。試行する中で生まれ

る様々なアイデアを大学の単位でしっかりとしたものとし

て実現すれば、それが新しいスタンダードとなるだろう。

　生物学に戻ると、結局このhalf blindであることを積

極的に評価するルーツは進化論の思想にある。結果が

予想できないからこそ、新たなものが生まれる。こう考え

ていくと、ミームという概念を媒介に進化論を精神活動

まで敷衍しようとするドーキンスの先見性に瞠目せざるを

得ない。

最近読んだ３冊の本。
アメリカ哲学・社会学の
底力に感心しています。


